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＜連絡事項＞

· 五月のＸ線検査実施予定患者様、
北山幸博様（Ｘ-ｐ、ＣＴ）、玉井クニコ様（Ｘ-ｐ）です。
· 上野Ｎｓが本日からリーダー業務のサブに入っています。次回は主で行い、サブがつきます。その次は一人で行ない、リーダー業務を段階的に実施して行きます。
· Ｃユニットのバイタル、食事、排泄の表が変更になります。排泄についてですが正の字で回数を記載していましたが時間をおっての記載になります。今日から表は使用して下さい。後日意見交換を行います。
· 昨日、病棟ヒアリング終了しています。環境整備、身体面の管理、排泄コントロールについての話しもありましたが各自、事業計画を把握し頭に入れて業務に取り組んで下さい。
· 新入職のスタッフとそのアドバイザーについている方は5/1までにアドバイザー評価表を提出して下さい。入職した方はアドバイザーの評価を、アドバイザーは入職した方の評価です。
· 病棟のプリンターの赤字がにじむ等があり修理伝票提出しています。
· Ａユニット患者様用のロッカーの角部分の保護について庶務へ相談と依頼しています。
· 報告、連絡、相談は密に行って下さい。情報は同じレベルで共有する事で事故を未然に防ぐ事や迅速で統一したケア提供に繋がって行きます。
· 本日、午後に措置入院一名の予定があります。
榮田　豊様（サカエダ　ユタカ）、男性、27歳

統合失調症で八戸赤十字病院での入院歴あり。母と兄の三人暮らしで父は出稼ぎをしている。4/12に車の窃盗をしている。一次鑑定は八戸赤十字病院（13：30～）で二次鑑定は場所未定（15：30）。

＜患者様連絡事項＞
坪　邦俊　　様～本日午後に南病棟Ｂユニットへ転出します。

神山　忠強　様～食事、水分摂取時のむせ込み、嚥下困難があり、マーゲンチューブ挿入し経管栄養実施となりました。アイソジェン3ｐ（朝、昼、夕）へ食事変更しています。水分補給を各勤務で300ｍｌ、発熱状況で増やし1日約2000ｍｌを上限に行なって下さい。排泄状況もきちんと記録に残して下さい。本日、胸部ｘ-ｐ施行し右肺の気管支肺炎があり、モダシン1ｇ+生食100ｍｌを1日二回、四日間の指示ありました。一回目13：30実施しているので二回目は4/28の1：30実施して下さい。

棟方　直浩　様～両足背の浮腫が著明にあり、主治医診察で低カリウム血症の疑いある為、電解質検査（Ｎａ、Ｋ、Ｃｌ）の採血施行の指示があり検査センターへ提出しています。アルダクトンＡ（利尿剤）とアスパラＫ（無機質製剤）が処方になっています。水分摂取状況と排泄状況を観察しきちんと記録に残して下さい。歩行状態にも注意が必要です。

＜ＯＴ報告＞

佐々木　悦子様～風邪で欠席していましたが今週より作業へ復帰しています。意欲的に色塗りに取り組んでいます。スタッフに確認しながら行うも配色は図柄に合わないものを塗っている。表情冴えず、手指振戦が時々見られ、その際、不調を訴え床にしゃがみ込み、なかなか立ち上がれない事がありました。「二十万盗られたから○○さんに五万円返す」と話し、机を叩く事ありますがその後は作業を続けています。なるべく目を離さないように見守りしています。復帰してまもないので体力を元に戻す事をまずは行っていきます。幻聴や妄想がある際は現実に意識を向けれるよう関わっていきます。

　　　　　　　　病棟でも異常体験に左右された行動や発言があり、時に粗暴行為が見られています。緊張しているような表情で口唇、手指の震えも見られています。病棟内の環境変化、スタッフの移動後より病状の変化が見られその影響もあると思われます。最近は行動には落ち着きありますが妄想様の発言は引き続き見られています。日常生活への支障は見られませんが夜間の睡眠は不安定です。

坂　貢　　　様～時々参加されていますが集団場面で落ち着きのなさがあり独りで過ごしている。その際は外を眺めたり、独語が見られている。

「帰る」と話しているが帰らずにいたり、異常体験に左右された発言

も見られている。病状不安定である為、参加拒否あった場合は無理をさせず、参加できた時はマンツーマンで付添っていきます。作業内容に関しては数品の作りかけの物を完成させるように取組んで行きます。来週のカンファで参加状況、取り組み状況の評価を行う。

それによりリハビリテーションプログラムの導入を検討して行く。













